
雇用クリーンプランナー
プレゼンツ

徹底解説シリーズ2

「名ばかり相談窓口」に
要注意！

「とりあえず作った」だけ
では本当の解決にはな

らない
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①相談窓⼝の必要性
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①ハラスメント相談窓口
は本当に必要なのか？

答えは「なかった場合」を考えれば
見えてくる！



⾏政資料

＜東京労働局＞
添付の「⾃主点検票」
で点検を⾏い、未完成
の事項は取組を進める
ように！
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会社での⾃主点検票に
ハラスメント解決の
⼿がかりがある︕



就業規則＋研修等の実施

「⾃主点検票」https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo-
roudoukyoku/content/contents/000963312.pdf
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「⾃主点検票」

相談窓⼝の設置と周辺事項 5



「⾃主点検票」

相談窓⼝における事実確認とその対応
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「⾃主点検票」

相談窓⼝担当者の教育 7



⾃主点検票から⾒えた対応ポイント（会社対応）

研修

相談窓⼝

・従業員の教育（⼀番重要）
⇒雇⽤クリーンプランナー

就業規則等

・相談窓⼝の設置
・周知
・発⽣時フローチャート
・必要アイテム（書式）
・プライバシー保護

・ハラスメント規程等＋実務 8

＊発⽣後、会社に相談できない場合、
（最悪）退職するか、外部に相談（戦う）となる



相談窓⼝

②
「名ばかり相談窓口」

と言われないために

・窓口周知
・書式整備
・フローチャート
・窓口担当者教育
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名ばかり相談窓⼝と⾔われないための対応ポイント

＜主な準備項⽬＞
項⽬ 中⾝
相談窓⼝ 〇〇部 担当〇〇
窓⼝の周知 掲⽰、通知⽂、等
フロー 発⽣時フローチャート
相談対応 書式整備

・相談受付票
・⾏為者聞き取り票

場所の確保 相談室の確保
教育 担当者の教育（必須知識）
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名ばかり相談窓⼝と⾔われないための対応ポイント

相談窓⼝
・設置
及び
・ご案内
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発⽣時対応（担当者向け）
相談窓⼝対応フロー

＊相談や聞き取りの場所にも配慮が必要

①相談・苦情連絡
↓

②相談者⾯談…「相談受付票」（例）
↓

③⾏為者⾯談…「⾏為者聞き取り票」（例）
↓

④事実確認 【確認できた】⇒再発防⽌
↓ 【確認できない】⇒周囲からﾋｱﾘﾝｸﾞ

⑤フィードバック…説明、指導、場合により懲戒
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相談受付
票【パワ
ハラ例】
⇒相談受
付時に窓
⼝担当者
が聞き取
りながら
記⼊
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相談受付
票【パワ
ハラ例】
⇒相談受
付時に窓
⼝担当者
が聞き取
りながら
記⼊
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相談受付
票
⇒パワハ
ラ記⼊例
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相談受付
票
⇒パワハ
ラ記⼊例
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⾏為者聞き
取り票
【パワハラ
例】
⇒⾏為者に
窓⼝担当者
が聞き取り
ながら記⼊
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⾏為者聞き
取り票
【パワハラ
例】
⇒⾏為者に
窓⼝担当者
が聞き取り
ながら記⼊
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⾏為者聞き
取り票
⇒パワハラ
記⼊例
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⾏為者聞
き取り票
⇒パワハ
ラ記⼊例
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【重要】職場におけるパワーハラスメントの定義教育資料

21



【重要】職場におけるパワーハラスメントの要素

職場におけ
るパワハラ
の３要素

具体的な内容

①優越的
な関係を
背景とし
た⾔動

○当該事業主の業務を遂⾏するに当たって、当該
⾔動を受ける労働者が⾏為者に対して抵抗⼜は拒
絶することができない蓋然性が⾼い関係を背景と
して⾏われるもの
（例）・職務上の地位が上位の者による⾔動
・同僚⼜は部下による⾔動で、当該⾔動を⾏う者
が業務上必要な知識や豊富な経験を有しており、
当該者の協⼒を得なければ業務の円滑な遂⾏を⾏
うことが困難であるもの
・同僚⼜は部下からの集団による⾏為で、これに
抵抗⼜は拒絶することが困難であるもの 等

教育資料
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【重要】職場におけるパワーハラスメントの要素
職場におけるパ
ワハラの３要素

具体的な内容

②業務上必要か
つ相当な範囲を
超えた⾔動

○社会通念に照らし、当該⾔動が明らかに当該
事業主の業務上必要性がない、⼜はその態様が
相当でないもの

③労働者の就業
環境が害される

○当該⾔動により労働者が⾝体的⼜は精神的に
苦痛を与えられ、労働者の就業環境が不快なも
のとなったため、能⼒の発揮に重⼤な悪影響が
⽣じる等当該労働者が就業する上で看過できな
い程度の⽀障が⽣じること
○判断は、「平均的な労働者の感じ⽅」、すな
わち、同様の状況で当該⾔動を受けた場合に、
社会⼀般の労働者が、就業する上で看過できな
い程度の⽀障が⽣じたと感じるような⾔動であ
るかどうかを基準とすることが 適当

教育資料
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パワーハラスメントの⾏為類型

過小な要求

暴行・傷害

脅迫・名誉毀損・侮辱・暴言

隔離・仲間はずし・無視

業務上の合理性なく、能力や経験
とかけ離れた程度の低い仕事を
命じることや仕事を与えないこと

業務上明らかに不要なことや遂行
不可能なことの強制・仕事の妨害

私的なことに過度に立ち入ること

身体的な攻撃

精神的な攻撃

人間関係からの切り離し

過大な要求

個の侵害

パワーハラスメント指針

!
!
"
問
題

法改正対応教育資料
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紛争事案例 労働局関連

在職中に⽀店⻑から⼤きな声を上げられるなどの精神的苦痛を受け
医師から「⼼的外傷」と診断されながらも勤務を続けていたが、遂
に我慢出来なくなり、やむを得ず退職。 経済的、精神的損害に対
する補償として、１２ヶ⽉分の賃⾦相当額の⽀払いを求めた

退職⾦名⽬
で５ヶ⽉分
の賃⾦相当
額を⽀払

所属⻑が代わった途端、所属⻑からいじめ嫌がらせを受け、それを
本社に相談したが、対応されず、ついには雇い⽌めされた。納得で
きず、経済的精神的損害に対する補償⾦として８０万円の⽀払いを
求めた

解決⾦20万
円

⾃分１⼈でこなせる仕事量を超えているにもかかわらず、⼀部の社
員や上司から強要や罵声を浴びせ られたり、事実でない中傷を受
けるなどのいじめにより体調を崩した。会社都合による退職、社会
復帰できるまでの⽣活費、慰謝料の⽀払いを求めあっせんを申請 

和解⾦とし
て１００万
円を⽀払い
退職

１ヶ⽉正社員として勤務したが、連⽇深夜に及ぶ超過勤務をさせら
れ健康被害を懸念して退職を申し出たところ了承されたが、その後、
出社の督促、賃⾦減額をほのめかすなどの嫌がらせを受け精神的に
も追い込まれたことについて、慰謝料を求めてあっせんを申請

和解⾦３５
万円
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担当者教育

担当者の教育をどうするか

（ ）「雇用クリーンプランナー」
の活用ご検討

雇⽤クリーンプランナーの「テキスト」＋「動画」

26あとは外部の（できる）社会保険労務⼠等の活⽤等


